
2021 年 12 月 30 日

受益者のみなさま 

三菱 UFJ 国際投信株式会社

「三菱 UFJ 資産設計ファンド（分配型）/（バランス型）/（株式重視型）

〈愛称：地球ゴマ〉」の組入ファンド相違のお知らせ 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は弊社の投資信託に格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、みなさまにご愛顧いただいております、弊社「三菱 UFJ 資産設計ファンド〈愛称：

地球ゴマ〉」(以下、本ファンド)におきまして、目論見書の記載に則り、本来『為替ヘッジ

を行わない』ファンドに投資しなければならないにもかかわらず、『為替ヘッジを行う』フ

ァンドへ投資していたことが判明いたしました。 

つきましては、本件に係る経緯・対応策等を下記にご案内申し上げますので、ご一読を 

お願いいたします。 

なお、本件に関するご質問等がございましたら、巻末に記載の弊社コールセンターまで 

お問い合わせください。 

みなさまには大変なご迷惑をおかけしますことを、謹んでお詫び申し上げます。 

敬具 

記 

１． 対象ファンド 

① 三菱 UFJ 資産設計ファンド（分配型）〈愛称：地球ゴマ〉

② 三菱 UFJ 資産設計ファンド（バランス型）〈愛称：地球ゴマ〉

③ 三菱 UFJ 資産設計ファンド（株式重視型）〈愛称：地球ゴマ〉

２．発生事象・経緯等 

本ファンドは、目論見書において『原則＊として為替ヘッジを行わない』と定めており

ます。三菱アセット・ブレインズ株式会社（以下、助言元）の助言を受け、2021 年 10
月 15 日以降、「ベアリングス・グローバル・ハイ・イールド・ボンド・ファンド」を組

み入れておりましたが、当該ファンドは目論見書の記載と異なる『為替ヘッジを行う』

ファンドであり、この組み入れは誤った投資行動であることが判明しました。

＊「原則」に従わない例として、市況動向や資金動向などにより、『為替ヘッジを行わない』ファンドの組み入れが

できない事態に際し、受益者さまの資産の保護を図るため、予めその必然性や有効性を検討・確認した場合など

が挙げられます。 
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  なお、2021 年 10 月 15 日時点での、各ファンドにおける「ベアリングス・グローバル・

ハイ・イールド・ボンド・ファンド」の組入比率は以下の通りです。 

分配型 バランス型 株式重視型 

14.6％ 4.8％ 4.8％ 

※比率は純資産総額に対する比率です。 

３．受益者さまへのご返金等について  

本件組入ファンドの相違が判明した後、取り急ぎの対応として代替ファンドへの入れ替え、

当該組入ファンドの売却・現金化を検討しましたが、適切な投資先の選定が難しいことや本

ファンドの収益性確保の観点から、「ベアリングス・グローバル・ハイ・イールド・ボンド・

ファンド」への投資を継続しています。 

そのため、本来の投資対象である『為替ヘッジを行わない』ファンドを組み入れていた場

合と比べ、円安の局面では基準価額が低く、円高の局面では基準価額が高く算出されている

可能性がございます。 

 

  現在確認中ですが、2021 年 10 月 15 日以降 2021 年 12 月 30 日までに本ファンドの換金・

購入のお申込みをされた受益者さまのうち、「ベアリングス・グローバル・ハイ・イールド・

ボンド・ファンド」において為替ヘッジを行わなかった場合の基準価額と比較して、低い価額

で換金もしくは高い価額で購入を行った＊と算定される方に、差額を返金いたします。 

＊購入には収益分配金の再投資によるものも含みます。 

ご返金が発生する受益者さまには、販売会社より、後日ご返金方法等についてご連絡させて

いただきます。 

また、本件組入ファンドの相違により本ファンドに欠損額が発生していると認められる場合

には、2022 年 1 月 4 日に本ファンドの純資産への補填を行い、返金対象外の部分でも受益者

のみなさまが不利益を被らないように対応いたします。 

  

４．本件組入ファンド相違に係る今後の対応について 

  本件組入ファンドの相違が判明した後、弊社および助言元において下記の通り、今後の

運用に関する対応を検討しました。 

① ハイイールド債券を主要投資対象とし、『為替ヘッジを行わない』ファンドへの投資を

検討しましたが、残念ながら条件に見合うファンドを選定することができませんでした。 

② 「ベアリングス・グローバル・ハイ・イールド・ボンド・ファンド」を売却し現金化す

ることを検討しましたが、その場合ハイイールド債券が持つ信用リスクに伴う上乗せ金

利等からの収益機会を失うことになります。 

③ 本ファンドのインカム収入の観点からも、低金利の投資環境が続く中、ハイイールド債

券の持つ信用リスクに伴う上乗せ金利は貴重なインカム収益源となっています。安定し
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たインカム収入確保の観点からもハイイールド債券への投資継続の意味が大きいと考

えました。 

④ 『為替ヘッジを行わない』ハイイールド債券を『為替ヘッジを行う』ハイイールド債券

に入れ替えても、本ファンド全体としてのリスク特性は大きく変わらないと判断してい

ます。 

⑤ 以上を鑑み、本ファンドが持つ幅広い投資対象に分散投資を行う商品性については、一

部を『為替ヘッジを行う』ファンドに投資しても維持されると考えました。 

 

これらを踏まえて中長期的な目線で改めて検討した結果、本ファンドでは、『為替ヘッ

ジを行わない』ファンドを投資先ファンドとして選定することを基本としつつも、『為替

ヘッジを行わない』ファンドで適切なファンドが存在しない場合には、『為替ヘッジを行

う』ファンドの中から適切なファンドを選定して投資することができるよう変更するこ

とが妥当と考え、投資可能なファンドをより明確化させるため、目論見書の該当箇所を以

下５.の通り変更いたします。 

また、これに伴い、現在組み入れている「ベアリングス・グローバル・ハイ・イールド・

ボンド・ファンド」への投資を継続しますが、引き続きハイイールド債券を主要投資対象

とし、『為替ヘッジを行わない』ファンドへの投資機会の調査は継続します。 

 

５．交付目論見書の重要な事項の変更 

   上記検討を踏まえ、2022 年 1 月 7 日付で、「ファンドの特色 1」に枠内の文言を追加い

たします。本件組入ファンドの相違への対応に係る交付目論見書の重要な事項の変更につい

ては、「別紙」にまとめておりますので、ご確認ください。 

 

●実質的な組入外貨建資産については原則として為替ヘッジを行わないため、為替相場の

変動による影響を受けます。 

ただし、投資対象に適した、為替ヘッジを行わない投資信託証券が存在しない場合には、

為替ヘッジを行う投資信託証券へ投資することがあります。 

その場合、当該投資信託証券における組入外貨建資産については為替相場の変動による影響

が低減されるため、ファンド全体では為替相場の変動の影響が小さくなります。 

 

   受益者のみなさまに大変なご迷惑とご心配をおかけしたことにつきまして、改めて深

くお詫び申し上げますと共に、斯かる問題を二度と起こさないよう、再発防止に尽力い

たします。 
以上 

 
 

 

 

・ 本お知らせに関するお問い合わせ 

三菱 UFJ国際投信 お客さま専用フリーダイヤル 0120-151034 

【受付時間／9：00～17：00（土・日・祝日・12 月 31 日～1 月 3 日を除く）】  

ホームページアドレス  https://www.am.mufg.jp/ 
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「三菱ＵＦＪ 資産設計ファンド（分配型）／（バランス型）／（株式重視型）〈愛称：地球ゴマ〉」の交付目論見書（臨時改版（2022.1.7））の主な変更内容 

変更前 変更後
商品分類
属性区分
表紙

特⾊ 1
現⾏Ｐ1

別紙 
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特⾊ 3
現⾏Ｐ4

■投資対象
とする投資
信託証券 
現⾏Ｐ9

投資
リスク
現⾏Ｐ11
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